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研究成果の概要：タンザニア南東部の農村調査の結果、貨幣の重要性が増加する中でも自給自

足的側面を維持しつつ、相互扶助関係が機能し続けていることを明らかにした。調査地のみな

らず多くの東アフリカの農村では、生活空間を基盤とする住民組織やコミュニティを主体とし、

生存を主眼におく再生産活動を、生産活動と密接に関わらせながら重視している。地域的な食

料生産の失敗、コミュニティ内における男女の非対称性、母系的社会の特質・多様性などに関

する課題も残るが、本特徴は、市場や国家を主体とした生産活動を一義的に重視する近代社会

に対して、オルターナティブとしての内発的発展を提示しており、地球的意義がある。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 2,000,000 0 2,000,000 

2007 年度 900,000 0 900,000 

2008 年度 600,000 180,000 780,000 

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 180,000 3,680,000 

 
研究分野：地域研究（東アフリカ）、社会開発 
科研費の分科・細目：地域研究 
キーワード：内発的発展、タンザニア、母系的社会、東アフリカ、ムウェラ、ジェンダー、再

生産活動、インフォーマル 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 内発的発展論のアジア偏重 
 内発的発展論とは、それぞれの地域の人び
とが、固有の自然環境・歴史・文化に基づい
て持続的な方法で衣食住の基本的必要を充
足するとともに、国際・国際格差を変革する
ことによって自立的発展を遂げることであ
る。その議論は、1970 年代に近代化論のアン
チテーゼとして提起されたが、その事例研
究・理論的展開はアジアを中心に行なわれ、
アフリカにおける内発的発展に関する研究

は限られていた。 
 
(2) 理論研究、地域研究、政策研究の乖離 
 アフリカに関する地域研究には、文化人類
学・生態人類学・農学・歴史学など綿密なフ
ィールドワークに基づく豊富な蓄積がある
が、内発的発展論の理論形成に貢献するもの
や、開発政策のあり方について具体的に切り
込むような先行研究は少なかった。 
 他方、開発政策や国際協力に関する政策研
究は既存のパラダイムを前提とした現象説



明が多く、フィールドワークの深度において
も表層的なものが多かった。 
 上述のように、地域研究、政策研究、そし
て内発的発展をはじめとする理論研究の間
には関連が乏しく、それらを橋渡しする研究
は限定されていた。 
 
(3) 代表者の比較優位 
 本研究課題の代表者は、タンザニアにおい
て開発の実践者として現場を経験してきた
ため、実践において前提とする開発パラダイ
ムとその限界を実感してきた。その後、地域
研究及び理論研究を重ねてきた。そういった
立場から、理論研究・地域研究・政策研究を
取り入れた画期的な方法で、東アフリカに関
する内発的発展の事例からパラダイムの転
換を試みる本課題に取り組むことが可能で
あると考えた。 
 
 
２．研究の目的 
(1) 東アフリカ小農による内発的発展の特徴 
 本研究は、東アフリカ、特にタンザニアに
おいて小規模農業を主たる生業とする人び
とに関する事例研究から、その内発的発展の
可能性と特徴を明らかにすることが、第一の
目的である。 
 
(2) 東アフリカの内発的発展の地球的意義 
 第二の目的は、上記の内発的発展の特徴を、
他地域と比較することによって、その地球的
意義を明らかにすることである。 
 
 
３．研究の方法 
(1) フィールド調査による事例研究 
 タンザニアの農村において、内発的発展に
関連する相互扶助関係や社会構造について
綿密なフィールド調査を、事例研究として行
った。 
 
① タンザニア南東部リンディ州 R 村におけ

る参与観察、インタビュー、聞き取り調
査、グループ・インタビューや討論等
（2006 年 8 月～9 月） 
〔主な研究成果については、雑誌論文①
～③⑥、学会発表③～⑥〕 
 

② タンザニア南東部リンディ州M村におけ
るインタビュー・参与観察・聞き取り調
査、R 村における聞き取り調査・フィー
ドバック等（2007 年 8 月～9 月） 
〔主な研究成果については、雑誌論文①

②④、学会発表①②〕 
 

③ フィールド調査では、情報をフィールド
ノート・質問票・映像・画像として収集

した。フィールドノートや質問票等の情
報は整理・分析し、雑誌論文等として発
表した。画像・映像についても整理し、
分析及び研究成果公表に適宜活用してい
る。 

 
(2) 文献研究・情報収集による比較研究 
 上記事例研究を位置づけ・比較し、その地
球的意義を明らかにするために、文献研究及
び様々な場・方法による情報収集を行った。 
 
① 文献研究 
 内発的発展に関する比較研究や社会構造
の理解のために本研究課題に関連する文献
を精力的に収集・研究した。関連するキーワ
ードとしては：内発的発展、タンザニア、母
系、東アフリカ、ムウェラ、ジェンダー、再
生産活動、インフォーマル、赤道アフリカ、
社会開発、住民組織、市民社会など。 
 
② 国際会議の参加 
 アフリカ・モラル・エコノミー国際会議（於
福井）に参加し、研究成果を発表するととも
に、アフリカ・モラル・エコノミーに関する
最新の研究動向に関する情報を収集し、アフ
リカ各地における内発的発展に関連する最
新の事例研究に関する情報を収集した（2006
年 10 月 7～10 日）。 
 PEKEA (Political and Ethical Knowledge on 
Economic Activities) の国際会議（於ダカー
ル）に参加し、研究成果を発表するとともに、
パラダイム転換に関する情報収集を行なっ
た（2006 年 12 月 1 日～3 日）。 
 TICAD（アフリカ開発会議）IV の会議を傍
聴し、日本の対アフリカ政策・援助の動向、
及びそれに対するアフリカ及び日本の NGO
の対応に関する情報を収集した（2008 年 5 月
27～30 日）。 
 
③ 現地調査 
西アフリカ（マリ・セネガル）における現

地調査を通して、家畜の重要性や男女関係等
の視点からタンザニア南東部の事例をアフ
リカにおいて位置づけ・相対化する情報を収
集した。その結果、タンザニア南東部におけ
る母系的社会の特徴が際立った（2006 年 11
月 26 日～30 日、12 月 3～4 日）。 
 
④ 研究会・学会等参加 
 日本アフリカ学会、国際開発学会、アフリ
カ・モラル・エコノミー研究会、TICAD 市民
社会フォーラム(TCSF)等に定期的に参加す
ることによって、アフリカに関する地域研究、
開発学、アフリカ政策の実践に関して最新の
情報を収集した。 
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４．研究成果  内発的発展の主体については、近年、市民
社会が注目されている。他方、タンザニア南
東部をはじめとする東アフリカ、赤道アフリ
カにおける多くの人びとの生活の中では、イ
ンフォーマルな住民組織が重要視されてい
る。「地域」や生活空間を基盤とする住民組
織は、市民社会と共通して、これまでの近代
経済学・近代社会が最重要視してきた「フォ
ーマル」な企業や国家に対するオルターナテ
ィブであり、「インフォーマル」であるとい
う点では共通している。他方、生活基盤が共
通しているという点では、いわゆる市民社会
よりも持続的・安定的という利点がある一方、
コミュニティ内におけるジェンダーや世代
による権力構造が内在するという欠点もあ
る。そういった点で、内発的発展の単位とな
りうるコミュニティや住民組織内の社会構
造を明らかにすることも重要な課題である。 

(1) 東アフリカ小農による内発的発展の特徴 
① 東アフリカの内発的発展の特徴 
 1970 年代に内発的発展の事例としてタン
ザニアのウジャマー政策が取り上げられ注
目されていたが、政策の失敗・撤退とともに
その意味は薄れつつある。また、国家単位に
内発的発展の事例を見出す視点にも疑問が
あがっている。 
 本研究課題では、そういった背景を持つタ
ンザニアにて、周辺的に位置づけられてきた
南東部における人びとの認識から内発的発
展の特徴を見出している。 
 人びとは、「発展・開発(maendeleo)」の主
体は、概ね「人びと」や「コミュニティ」な
どと捉えているが、「政府」や「父親」など
との認識もありコミュニティ・家庭内での権
力の偏在も意識している。「発展・開発」と
文化の調和例としては、しばしば農業と祭が
取り上げられていた。これらの活動は、「地
域」の季節や収穫期と密接に関わっており、
生活空間を単位とした農業などの生産活動
と、人間関係を構築する祭の再生産活動との
不可分な関係を示している。他方、祭などの
再生産活動が開発を阻害するという視点も
あるが、そのような批判にもかかわらず、祭
は人びとの生活にとって必要不可欠な儀礼
であり、時によって開発を差し置いても優先
される。 

 これら東アフリカの内発的発展に関する
研究成果は、和文〔図書③〕、その詳細につ
いては英文〔図書①〕で、国内外に広く発表
してきたとともに、宇都宮大学国際学部の専
門科目の授業「途上国経済発展論」や「アフ
リカ論」にても定期的に紹介してきた。 
 
② 相互扶助の視点から 
 東アフリカの内発的発展の重要な要素の
一つとして、相互扶助関係が挙げられる。果
たして、貨幣の必要性がさらに進行する中、
現代の農村社会においてどの程度、相互扶助
関係が実態として機能しているのだろうか。
本研究課題では、タンザニア南東部の 2 村に
おいて、構造的なインタビュー及び参与観察
を通じてその実態を明らかにした。 

 従来の内発的発展の理論においては、人間
が生きていくために不可欠な基本的必要が
目標の一つとして設定されていた。これと比
較すると、タンザニア南東部では、再生産活
動と生産活動が地域の自然を基軸として密
接に関わっており、再生産活動を重視するこ
とによって、相互扶助による生存維持を保っ
てきた（図１：Ａ型社会）。この特徴は、タ
ンザニア南東部のみならず、広く東アフリカ、
赤道アフリカにて共通して見られる特徴で
ある。このような生活や価値のあり方は、人
間の基本的必要の充足といった視点を超え
て、Ｉ型社会（図１）に見られるような生産
活動の過剰重視、生産と再生産活動の関係の
再構築について示唆を与えうる。 

 まず、人びとは食物の生産など自給自足的
な側面を保持している。しかし、過去と比較
して、病気や食料調達のために貨幣の必要性
が増加している。但し、比較的食料生産が安
定している R 村と比較し、M 村では食料不足
は顕著であり、自給自足的な基盤をも危うく
する危険性をはらんでいた。 
 そういった中で相互扶助関係は現存して
いる。両村において、過去には食料を中心と
した相互扶助関係であったが、現在は食料不
足に陥った場合、現金のある者が臨時雇用す
るなど、現金と食料双方による相互扶助関係
へ変化している。 

 
図１: I 型社会と A 型社会 

生産活動

再生産を目的とする Ａ型社会・サブシスタンス経済

再生産活動
生存維持

生産活動 再生産活動

生産に特化した Ｉ 型社会

 

 但し、相互扶助関係は男女によっても異な
る。例えば、R 村では女性の相互扶助関係は
家族・近隣関係に限定され、男性が家族・近
隣関係とともに、グループ・友人関係にもネ
ットワークを広げている傾向もある。しかし、
女性独自に展開している相互扶助関係もあ
る。また、食料の状況に関しては、男性より
も女性の方がより敏感に反応していること
も明らかになった。 
 婚姻と所有については、男性は女性と結婚
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し土地などを共同で所有しているケースが
多いのに反し、女性は必ずしも全員が結婚し
ているとは限らず、単独で土地を所有してい
る事例が少なくない。この点については、父
系的社会とは異なる、本地域の母系的社会の
特質とも考えられる。 
 2 村にて具体的に検証した結果、貨幣の必
要性が増加する中でも、自給自足的小規模農
業を基盤として相互扶助関係が現存する実
態とともに、食料のみならず貨幣による相互
扶助関係も明らかにした。但し、食料生産の
失敗による生存維持の危険性とともに、男女
をはじめとする地域社会の非対称性、母系的
社会の特異性なども留意する必要がある。 

これらの研究成果は、英文〔雑誌論文④⑥〕、
及び研究会〔学会発表①〕において国内外に
発表してきた。さらに、地域研究を政策研究
に応用する試みとして、地方分権化との関連
についても分析し、学会〔学会発表④〕や他
科研費報告書〔その他⑤〕において発表して
きた。また、市民による対アフリカ援助政策
の検証にも活用してきた〔その他②〕。 
 
③ 社会構造の視点から 
 前述の通り事例としてきたタンザニア南
東部は「母系制社会」と認識され、その特質
や変容も研究されてきたが、母系と父系の系
譜の関係については不明な点が多かった。 
 事例とした農村の主要民族であるムウェ
ラ人は、母系氏族をアイデンティティの上で
重要視するが、父系氏族キラワ (kilawa) も存
在する。同地域の他「母系」民族の中で、氏
族・民族ともにマクア人は母系継承、ヤオ人
は父系継承の傾向が強いが、いずれの民族の
中でもキラワの有無や継承は一貫していな
い。 
 またタンザニア南東部の人びとの姓名は、
イスラム化によってイスラム名へ変化した
だけでなく父系継承も強化された。婚姻は、
過去に同氏族のイトコ婚等が存在したが、ウ
ジャマー集村化以降、夫方居住、父系財産相
続、男性・夫婦所有が主流となった。 
 氏族・民族等のアイデンティティの継承傾
向と、財産相続・所有傾向を比較すると、マ
クア人とヤオ人の間は逆転しており、マクア
人は氏族等母系継承傾向であったのに反し
て父系・男性所有傾向が強かった。 
 これまで類似民族として議論されてきた
同地域の「母系」民族の母系と父系を考察す
ることによって、ムウェラ人におけるアイデ
ンティティに内在する二重単系、ヤオ人とマ
クア人の間の社会構造の乖離、アイデンティ
ティと財産権における逆転を明らかにした。 
 その結果、父系的社会と比較して、母系的
社会に特有の社会構造も存在するものの、
「母系」と称される社会の中の差異も明らか
となった。母系的社会としての特質のみなら

ず、その内部の差異も認識しつつ、相続や所
有に見られる現在の男女の権力構造を分析
する必要がある。 
 これらの研究成果は、英文〔雑誌論文①②〕、
及び学会〔学会発表②〕にて既に発表してき
たとともに、和文雑誌論文として投稿中であ
る。 
 
④ ジェンダーの視点から 
 東アフリカにおける内発的発展の主体と
して、住民組織を特徴として挙げてきたが、 
相互扶助及び社会構造の視点から見ても、男
女間の非対称性が際立つ。本研究課題では、
ジェンダー、特に男女分業のあり方を精査す
ることによって、内発的発展の可能性と課題
を明らかにした。 
 研究対象とした農村においても、世界の他
の多くの地域がそうであったように、現金の
必要性は増加しており、男女分業をも影響し
ている。例えば、現金や換金作物のための労
働は男性に限定されてはいないが、より多く
担っている。他方、家事は、女性のみによっ
て行なわれている。しかしながら、食料生産
は、最も重要な仕事として位置付けられてお
り、その仕事は、男女ともに行う。 
 I 型社会と類型した近代社会では、男性を
（及び、近年においてはますます女性も）、
生産領域に隔離する一方、再生産領域に女性
を隔離する傾向がある。他方、本調査地の現
象は、A 型社会とサブシスタンス経済の組み
合わせとして説明することができる（図 2）。
つまり、男性が生産活動をより多くアクセス
しているものの生産活動は限られており、女
性の再生産活動における負担が比較的大き
い。しかしながら、生産活動と再生産活動を
リンクさせる食料生産において男女が仕事
を共有するという現状は、サブシステンス経
済の図式に沿うものである。 
 

図 2：サブシスタンス経済、A 型、I 型社会 

生産

生産

生産

A 型社会 I 型社会

再生産

サブシスタンス経済

再生産

消費のコミュニティ

消費と生産のコミュニティ

生産のコミュニティ

男女

女性 女性
男性（と女性）

男性

再生産
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 以上のように、貨幣経済の影響にもかかわ
らず相互扶助意識が機能している本事例で
は、男女ともに食料生産に従事し、かつ重要
視しているが、「女性が家事」「男性が貨幣獲
得」という分業傾向も見受けられた。貨幣経
済の浸透とともに、貨幣のために女性が男性
に依存せざるを得ない構図も存在する。食料
生産の重要性と相互扶助関係を維持してい
るが、男性と女性双方の情況改善のためには、
社会経済状況に対応した変化も必要とされ
ている。 

く内発的発展の課題は大きい。このような課
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